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はじめに 

海老名市は、神奈川県のほぼ中央に位置し、人口13万人を有

する都市です。鉄道や高速道路等の交通の利便性に加え、現在も

開発が進んでいる海老名駅周辺地区をはじめとする都市的な部

分と、田園地帯が広がる部分が共存する魅力あふれるまちです。 

近年では、全国的に急速な少子高齢化の進行、家族の在り方の

変化、生活困窮者の増加など、福祉に関する課題の多様化・複雑

化が進んでいます。海老名市でも、地域での支え合いや暮らしの

中での人とのつながりが弱まり、悩みや問題を抱えた個人や家庭が社会から孤立してしま

うことが今後懸念されています。 

こうした現状の対策として、国では世代や分野を超えたつながり、住民一人ひとりの暮

らしと生きがい、地域をともに創っていく「地域共生社会」の実現を提唱しています。 

このような社会状況の変化を踏まえ、このたび、令和２年度から令和６年度までの５か

年にわたる計画として「海老名市地域福祉計画」を改定することといたしました。 

今後は、この計画に基づき地域福祉を一層推進し、計画の基本理念である「地域でとも

にささえあい 認め合う みんなが笑顔になれるまち」の実現に向けて取組んでまいりま

すので、市民の皆様や関係団体の皆様には、一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 結びに、本計画の改定にあたりまして、アンケート調査やパブリックコメントを通じて

貴重なご意見をお寄せいただきました多くの市民の皆様と、計画策定にご尽力いただきま

した海老名市地域福祉計画策定委員会の委員の皆様に心からお礼を申し上げます。 

令和２年３月 

海老名市長 内 野  優 
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